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－ セリシン粉末を加熱及び加圧して作製した成形物に関する研究 —  
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セリシン粉末を加熱及び加圧する方法を用いることによって固形の成形物を作製することが

できた。また、その成形物は、紫外線光を透過しにくく、水に溶けにくく、高温及び高圧の蒸気

中で形状を維持できることが分かった。 

 

１ はじめに 

シルクは、蚕の吐く糸であり、「フィブロイン」とその

周囲を取り囲む「セリシン」と言われる 2 つの繊維状タ

ンパク質から構成され、古くから、国内では「きもの」と

和装に使用されてきた。現在、これらタンパク質の機

能性に着目した研究が進められて、シルクの使用用

途の展開が進み、これらタンパク質から美容品、化粧

品及び医療品が製造されている。 

セリシンについては、構成するアミノ酸のうちセリン

を 30 ％程度含み、フィブロインについては 10 数％

程度であることと比較すると、セリン含有量が高く、ま

た、親水性が高いことから保湿性に優れている 1）。 

京都府織物・機械金属振興センターは、これまで、

セリシンやフィブロインに関する研究を行い、また、地

域企業とともに連携を行い 2）3）、地域産業に研究や技

術連携における成果を還元してきた。 

現在、その成果を踏まえて、地域の企業は、セリシ

ンを独自技術で製造できるようになり、製造したセリシ

ン、また、セリシンを使った製品を市場に供給できるよ

うになった。 

この度、引き続き、セリシンの用途展開を推進する

に当たって、フィブロイン粉末を加熱及び加圧するこ

とによって成形物ができる情報 4)を踏まえて、セリシン

粉末においても加熱及び加圧すると、新たな知見を

得ることができると考えた。 

そこで、セリシン粉末を加熱及び加圧して作製した

成形物の作製方法や、その性状について研究を行っ

た。 

 

２ 機器 

精密天秤 Cubis MCE125S-2S01-U（Sartorius）、

ホットプレス機 SA-303（テスター産業（株））、オートク

レーブ SP200F（ヤマト科学（株））紫外・可視分光光

度計 UV-2450（（株）島津製作所） 

 

３ 試薬 

セリシン粉末は、ながすな繭㈱の分子量約 20 万を

用いた。 

 

４ 方法 

４．１ 成形物の作製 

所定量のセリシン粉末を、直径 3 cm、高さ 5 cm の

穴の開いた金属製の型枠内に充填し（図 1）、ホットプ

レス機を用いて加熱及び加圧した（図 2）。 

その際の時間、温度及び圧力については、先行研

究 5）を参考にし、30 分間、140 ℃及び 30 MPa とした。 
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図 1 型枠内にセリシン粉末を充填した様子 

 

図 2 セリシン粉末を加熱及び加圧の参考図 

 

４．２ 光の透過率 

4.1 の方法で作製した厚さ 0.4 cm の成形物につい

て、紫外・可視分光光度計を用いて、光の透過率を

測定した。 

 光の透過率を測定する波長の範囲については、

190-900 nm とした。 

 

４．３ 水への溶解性 

4.1の方法で作製した成形物をガラスビーカー内の

純水中に沈めて、温度・湿度を制御していない室内

において静置し、沈めた直後から 4 箇月の間、溶解

性を観察した。 

 

４．４ オートクレーブ処理  

4.1 の方法で作製した成形物をバイアル瓶に入れ

て、オートクレーブを用いて滅菌処理し、処理後の外

観を観察するとともに、ピンセットによる触感を確認し

た。処理の時間、温度及び圧力については、日本薬

局方６）を参考にし、15 分間、121 ℃及び 0.104 MPa

とした。 

 

５ 結果と考察 

５．１ 成形物 

成形物は、固形であり、茶色く、蛍光灯の光を透過

した。（図 3） 

図 3 作製した成形物 

 

５．２ 光の透過率 

当該成形物の光の透過率は、紫外線の波長範囲

７）の 190-380 nm においてゼロであった。また、その

波長より長くなるにともない上昇した。（図 4） 

 

図 4 当該成形物の光の透過率と波長の関係 

 

５．３ 水への溶解性 

当該成形物を純水に沈めた直後から 4 箇月以上

にわたり、溶解する様子を外観から確認できなかった。 

このことから、当該成形物は、水に溶けにくいと言

える。（図 5,6） 
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図 5 純水中に沈めた直後の成形物 

 

図 6 純水中に 4 箇月以上沈めた成形物 

 

５．４ オートクレーブ処理 

当該成形物を、オートクレーブを用いて滅菌処理

すると、当該成形物の茶色部分に曇りが生じ、また、

形状に変化が生じないことを外観から確認した。また、

硬さに変化がないことをピンセットによる触感から確

認した。 

このことから、当該成形物は、滅菌の必要な用途に

使うことができると言える。（図 7） 

 

図 7 オートクレーブで処理した後の成形物 

 

６ まとめ 

本研究の結果から、次のことが分かった。 

(1)  セリシン粉末を加熱及び加圧する比較的簡単

な方法を用いることによって、固形の成形物を作製

することができる。 

(2)  当該成形物の光の透過率は、紫外線の波長範

囲の 190-380 nm においてゼロである。 

(3)  当該成形物は、水に溶けにくい。  

(4)  当該成形物は、15 分間、121 ℃及び 0.104 

MPa の蒸気中で、形状と硬さに変化が生じないた

め、オートクレーブによる滅菌処理をすることができ

る。 
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